
大空学園義務教育学校
ステップアップルームの取組

～４年目を迎えて～

帯広市立大空学園義務教育学校

「令和７年度不登校対策総合実践事業」成果資料



１ 推進地域の児童生徒の現状

【前期課程 不登校学園生の割合】

２ 目標、目指す子ども像

【後期課程 不登校学園生の割合】
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・新規不登校学園生を０にする。

・継続して不登校傾向にある学園生の出席日数を段階的に増やす。

○ 全ての学園生が毎日どこかへ社会的なつながりをもち、充実感と共に過ごす。



３ 今年度の取組(1)

学級担任が抱え込まない体制づくり

【教育相談コーディネーターをハブとした全てのつながり】

実施要項 第５の１（１） 事業推進体制の構築

・教育相談コーディネーターが

全てのハブとなる

・子どもに合った様々な方法

・学校以外の様々な相談機関

・帯広市教委との連携

・ステップアップルームの充実

教育相談
コーディネーター



３ 今年度の取組(2)

ステップアップルームの充実

実施要項 第５の２（１）
みんなが安心して学ぶことができる学校づくり

【ステップアップルームで学習する様子】

【ステップアップルームについて】

・自宅、教室に次ぐサードスペース

・居場所を「選ぶ」ことの大切さ

・改善に次ぐ改善を経て４年目



３ 今年度の取組(3)

帯広市全体でのココカラナビ

実施要項 第５の２（2）

心のSOSの早期発見・早期支援の充実

・帯広市教育委員会発、全中学校での取組

【ココカラナビ概要】 【毎日の入力画面】



３ 今年度の取組(4)

徹底的なアセスメントとその共有

実施要項 第５の２（3）

アセスメントに基づく実効的なチーム支援体制の構築

・計画的・継続的な打合せ

・本人、保護者、学校の願いのす

り合わせ

【短期・中期・長期の目標を立てる】 【個別の教育支援計画の作成】



３ 今年度の取組(5)

先進事例としての周知・啓発

実施要項 第５の１（2）

事業成果の検証・改善及び普及啓発
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・保護者、地域への発信
・市内学校間への情報提供
・視察来校時の対応

【市研究所から取材を受け、生徒指導通信として市内へ】



４ 取組のポイント

・居場所がある、居場所を選べるだけではなく、来る理由・来たくなる理由をつくるこ
とを大切に、みんながやりたいことを、みんなで取り組む楽しさを実感させる。

【オンライン工場見学～calbee工場】 【調理実習～みんなでプリンづくり】



５ 成果と課題

・開校以前から

・総学園生数

・不登校学園生数

・不登校数の割合

・90日以上欠席の人数

・出席１０日以下の人数

・出席０日の人数

・前年度も不登校であっ
た学園生の氏名と推移

・数字の先にあるもの
をしっかり見つめる

【不登校数等欠席者の推移】
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６ 次年度以降の取組に向けて

・前提としての学習指導、学級経営

の充実

・校内全分掌との連携

・こころの教育の充実

・学園生が「選べる」居場所づくり

・人が変わっても持続するステップ

アップルームの運営
【公開研究会生徒指導グループによる、不登校等対応に係るプレゼン】


